
Ⅲ 利水における特徴と課題
1.1. 河川水の利用河川水の利用
2. 2. 水水 質質
3. 3. その他その他
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呉市の水道取水量に呉市の水道取水量に
太田川の流水が占める割合太田川の流水が占める割合

広島市の水道取水量に広島市の水道取水量に
太田川の流水が占める割合太田川の流水が占める割合

太田川水系
（江の川水系：土師ダム含む)

90%

その他
水系

10%

卸・小売業年間商品販売額卸・小売業年間商品販売額
※※平成平成1414年商業統計年鑑年商業統計年鑑((経済産業省経済産業省))によるによる

・もしも、太田川からの・もしも、太田川からの
水の供給が止まると、水の供給が止まると、
広島都市圏だけでなく、広島都市圏だけでなく、
中国地方全域に大きな中国地方全域に大きな
影響が及ぶ影響が及ぶ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中国4県計

49%

その他

広島県

16%

広島市

35%

広島市の商品販売額は広島市の商品販売額は
広島県を除く中国広島県を除く中国44県の合計販売額に匹敵県の合計販売額に匹敵

1.河川水の利用 ⅢⅢ 利水における特徴と課題利水における特徴と課題

■市民生活、経済活動に不可欠な太田川の水■市民生活、経済活動に不可欠な太田川の水

■広域、かつ、いろいろな用途で使われる太田川の水広域、かつ、いろいろな用途で使われる太田川の水
・・太田川の流水は広島市だけでなく、流域外の呉市や島太田川の流水は広島市だけでなく、流域外の呉市や島しょしょ部など広域に配水部など広域に配水
・自由意見では、・自由意見では、｢｢市民生活を支える太田川の水市民生活を支える太田川の水｣｣への感謝、への感謝、｢｢水の安定供給水の安定供給｣｣を望む意見を望む意見

凡 例

：流域界
：送水管(水道用水)
：送水管（工業用水）
：水道供給区域

温井ダム温井ダム

高瀬堰

平成平成1818年年88月月2626日付日付
中国新聞朝刊中国新聞朝刊

土師ダム土師ダム

・太田川の流水は広島市だけでなく、・太田川の流水は広島市だけでなく、
流域外の呉市や島流域外の呉市や島しょしょ部など広域で利用部など広域で利用

・土師ダム・土師ダム((江の川江の川))からも分水からも分水

・中国地方の経済を支える太田川の水・中国地方の経済を支える太田川の水 ・呉市で水道管・呉市で水道管
の破損による断の破損による断
水が発生、太田水が発生、太田
川の水が少なく川の水が少なく
なっても断水と同なっても断水と同
じ状況が起こるじ状況が起こる
可能性がある可能性がある

・広島市の水道取水量の・広島市の水道取水量の99割、割、
呉市（流域外）の水道取水呉市（流域外）の水道取水

量の約量の約88割は太田川から取水割は太田川から取水

その他水系

23%

太田川水系
（江の川水系：土師ダム含む)

77%

・太田川の流水は、発電用水、工業用水、・太田川の流水は、発電用水、工業用水、
水道用水、農業用水など、いろいろな用途水道用水、農業用水など、いろいろな用途
で利用で利用

・下流デルタ域は工業地・住宅地が密集し・下流デルタ域は工業地・住宅地が密集し
ていることから、都市用水の利用が多いていることから、都市用水の利用が多い

水利権量ベースによる水利権量ベースによる
用途別水利用割合用途別水利用割合
((単位：単位：mm33/s)/s)

農業用水
17.5(3.0%)

工業用水
3.6(0.6％) 水道用水

10.3(1.8％)

発電用水(最大)
548.6(94.6％)
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・平成・平成1414年渇水では、年渇水では、
温井ダムにより取水制限を回避温井ダムにより取水制限を回避

・平成・平成1414年の渇水の際、温井ダムの貯水率年の渇水の際、温井ダムの貯水率

は一時は一時60%60%まで低下したものの、太田川流域まで低下したものの、太田川流域

での取水制限は回避での取水制限は回避

・もし、温井ダムがな・もし、温井ダムがな

かったら、上水かったら、上水27%27%、工、工

水・農水水・農水60%60%の取水制の取水制

限になっていたと推測限になっていたと推測

平成平成1414年渇水における年渇水における
温井ダムがあった場合と無かった場合の貯水量の比較温井ダムがあった場合と無かった場合の貯水量の比較

温井ダムが完成していたため取水制限なし温井ダムが完成していたため取水制限なし

約約22ヶ月間取水制限なしヶ月間取水制限なし

：温井ダムを含めた太田川水系のダム群の実際の貯水量：温井ダムを含めた太田川水系のダム群の実際の貯水量
：：温井ダムがないと仮定した場合温井ダムがないと仮定した場合の太田川水系のダム群の貯水量の太田川水系のダム群の貯水量

温井ダム温井ダム湛水面湛水面の様子の様子
((平成平成1414年年1010月月1414日撮影日撮影))



1.河川水の利用 ⅢⅢ 利水における特徴と課題利水における特徴と課題

【【太田川上流に設置されている主なダムの諸元太田川上流に設置されている主なダムの諸元】】

【参 考】
中国電力の水力発電（最大出力）の割合は約1/4

昭和8年頃の太田川

ガイドライン放流前(平成4年)
の 太田川

現在の太田川(平成17年)

・中上流部の約・中上流部の約60km60kmの区間で減水区間が発生、の区間で減水区間が発生、
自然環境や景観への影響が懸念自然環境や景観への影響が懸念

太田川発電所太田川発電所

可部発電所可部発電所

土師ダム土師ダム((江の川江の川))
より分水より分水

▲

中野水位観測所中野水位観測所

減水区間減水区間((約約60km)60km)
幹線流路延長の約幹線流路延長の約66割割

○ガイドライン放流（発電ガイドライン）○ガイドライン放流（発電ガイドライン）
昭和63年河川環境の改善を目指し国土交通省と経済産業省との間で

合意を得たもので、発電用ダム等の下流減水区間で河川維持流量を流
すことにより、河川環境に最低限必要な河川流量の確保に努める。

出典：中国電力パンフレットより

■市民活動、経済活動を支える■市民活動、経済活動を支えるクリーンなエネルギークリーンなエネルギー
であるである水力発電が盛ん水力発電が盛ん。。 しかし、減水区間が発生しかし、減水区間が発生

■古くから水力発電が盛ん古くから水力発電が盛ん

・流域上流には、規模の大きい三つの発電専用ダムがある・流域上流には、規模の大きい三つの発電専用ダムがある
・発電専用の三つのダムは古く、閉鎖すればよい・発電専用の三つのダムは古く、閉鎖すればよい
・発電や河川改修がもたらした影響を正しく学ぶべき・発電や河川改修がもたらした影響を正しく学ぶべき
・自由意見では、・自由意見では、｢｢減水区間の改善減水区間の改善｣｣を望む意見を望む意見

火火 力力
66%66%

水水 力力
24%24%

原子力原子力
10%10%

・水力発電は、暮らしを支えるクリーンエ・水力発電は、暮らしを支えるクリーンエ
ネルギーネルギーとして重要として重要
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凡 例凡 例

：流域界
：河川
：減水
：発電用導水路
：主なダム
：発電所

：流域界
：河川
：減水区間(太田川本川)
：発電用導水路
：主なダム
：発電所

・太田川水系における
年間の総発電量910,000MWh注1)

・広島市の約半数の世帯の消費電力注2)、注3)

に相当

注1)平均の流況における平成15年、平成16年の平均値
注2)広島市世帯数：507,466世帯(平成19年3月末時点)
注3)モデル家庭の消費電力：年間約3,600kWh

(太田川再生プロジェクト第5回議事録による)
・507,466世帯/2×3,600kWh≒910,000MWh

【【参参 考考】】
津伏取水堰における発電用に取水される水量と川に流れている水量の比は2：1、仮に1:1にすると総発電量の1/4の

227,500MWhの電力量が減少する。世帯数に換算すると約63,000世帯となり、おおよそ広島市南区の世帯数に該当
(太田川再生プロジェクト第5回議事録による。南区世帯数：65,263世帯(平成19年3月末時点))

アーチダムとしては
国内2番目の高さ

－－－備 考

79,000千m326,100千m317,500千m315,100千m3有効貯水容量

・洪水調節
・水道水の確保
・河川環境の保全
・発電

発 電発 電発 電目 的

平成14年3月昭和31年4月昭和38年12月昭和14年8月完成年月

温井ダム王泊ダム樽床ダム立岩ダム



「発電水利権の期間更新時における河川維持流量の確保のガイドライン」の概要「発電水利権の期間更新時における河川維持流量の確保のガイドライン」の概要

■追加：発電ガイドラインについて ⅢⅢ 利水における特徴と課題利水における特徴と課題

【【発電ガイドライン該当発電所発電ガイドライン該当発電所】】

１．流域変更により、発電取水口又は発電ダムの存ずる河川が属する水系以外の水系に分水し、

又は海に直接放流するもの。

２．減水区間の延長が１０ｋｍ以上のもので、かつ、次の要件のいずれかに該当するもの。

①発電取水口等における集水面積が２００km2以上のもの

②減水区間の全部又は一部が自然公園法の区域に指定されているもの。

③減水区間の沿川が観光地又は集落として相当程度利用されているもの。

【【流下させる水量流下させる水量】】

流下させる水量（河川維持流量）は、発電取水口等における集水面積100km2当たり概ね0.1～0.3m3/s程度としている。
ただし、「減水区間に係わる地元市町村と発電水利使用者との合意等により放流を行い、又は行おうとしている発電所等において河川

管理者が当該流量以下でやむを得ないと認めたとき又は当該流量以上必要があると認めたときには、これによらないことができるもの
としている。

太田川での取り組み状況

《《ガイドライン放流ガイドライン放流》》

太田川では、「発電水利権の期間更新時に
おける河川維持流量の確保のガイドライン」
に基づき、この取り扱いに該当する水力発電
所において、減水区間の維持流量の確保に
努めている。

《《アユ期における増放流アユ期における増放流》》

太田川では、中国電力株式会社と関係漁業協同組合との間で覚書を交換し、平成9年5月1日より、毎年5月1日～8月31日までの期間
において、発電取水堰等から下流河川への増放流を行っている。
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最大使用水量
(約25m3/s) 維持流量

(約2.53m3/s)

ガイドラインによる維持流量が設定されている津伏取水堰

津伏取水堰

ガイドラインによる維持流量が設定されてない立岩ダム

立岩ダム

太田川

維持流量
(設定なし)

最大使用水量
(約24m3/s)



2.水 質 ⅢⅢ 利水における特徴と課題利水における特徴と課題

■水質はおむね良好水質はおむね良好
・上流から下流まで概ね環境基準を満足している・上流から下流まで概ね環境基準を満足している
・源流域（中津谷川～樽床ダム）で白濁水が発生している・源流域（中津谷川～樽床ダム）で白濁水が発生している ・都市化に伴う生活排水の増加・都市化に伴う生活排水の増加
・水質監視・測定・評価（生物指標、安全性、レクリエーション）・水質監視・測定・評価（生物指標、安全性、レクリエーション） ・下水道の水処理方法は塩素処理である・下水道の水処理方法は塩素処理である
・太田川の環境改善・向上には、・太田川の環境改善・向上には、｢｢これからも良好な水質を保つことこれからも良好な水質を保つこと｣｣を望む回答が約を望む回答が約77割と多い割と多い

・自由意見では、・自由意見では、｢｢下水道整備を望む下水道整備を望む｣｣意見や、意見や、｢｢自然の浄化作用の活かす自然の浄化作用の活かす｣｣意見意見
・太田川の水はすばらしい水である・太田川の水はすばらしい水である

■良好な水質を維持することが必要■良好な水質を維持することが必要

水質環境基準の類型指定状況水質環境基準の類型指定状況

・・太田川太田川 川づくりｱﾝｹｰﾄでは、川づくりｱﾝｹｰﾄでは、｢｢これからも良好な水質を保つことこれからも良好な水質を保つこと｣｣を望む多くの声！を望む多くの声！
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

多くの生物が生息できるような川にすること

沿川の緑を増やすこと

これからも良好な水質を保つこと

自然と親しめる場を整備すること

川で泳いだり、水遊びができる場を整備すること

スポーツなどが楽しめる場として整備すること

水辺の賑わいの場として整備すること

歴史・文化を伝える場として整備すること

川の水の量を増やすこと

今のままでよい

その他

これからも良好な水質を保つことこれからも良好な水質を保つこと

太田川太田川 川づくりアンケートによる回答結果川づくりアンケートによる回答結果

・太田川は、水質
や周辺環境や景
観などが良好に
保たれていると高
く評価

・広島市水道局で
は、太田川の水を
ボトル詰めにして
有料配布

・太田川の水は・太田川の水は
｢｢日本の名水日本の名水100100選選｣｣にも選定にも選定

・流域上流で低い、公共下水道の普及率・流域上流で低い、公共下水道の普及率

流域を構成する市町と主要市町の公共下水道人口普及率流域を構成する市町と主要市町の公共下水道人口普及率((平成平成1616年度末時点年度末時点))

出典：広島県下水道室 ｢広島県の下水道｣
注)全体とは流域を構成する市町(広島市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、

府中町、安芸太田町、北広島町)全体での人口普及率を示す
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環境基準AA類型：BOD 1mg/l
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環境基準A類型：BOD 2mg/l
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環境基準A類型：BOD 2mg/l

BOD(75%BOD(75%値値))の経年変化状況の経年変化状況((平成平成66年～平成年～平成1616年年))
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 凡  例 

    ：AA 類型 

    ：A 類型 

    ：B 類型 



3.その他 ⅢⅢ 利水における特徴と課題利水における特徴と課題

・太田川の水が広域的かついろいろな用途で利用されていることについて、・太田川の水が広域的かついろいろな用途で利用されていることについて、
約約22割の方が割の方が｢｢今回はじめて知った今回はじめて知った｣｣と回答と回答

■意外と知られていない太田川の水利用意外と知られていない太田川の水利用

■より多くの住民に太田川のことを知ってもらうことが重要■より多くの住民に太田川のことを知ってもらうことが重要

・住民に十分に理解されていない・住民に十分に理解されていない

広域的に利用さ広域的に利用さ
れていることはれていることは
知っていた知っていた

23%23%

いろいろな用途、いろいろな用途、
広域的な利用と広域的な利用と
もに以前から知っもに以前から知っ
ていたていた

3232%%

いろいろな用途いろいろな用途
で使われているで使われている
ことは知っていたことは知っていた

2525%%

今回はじめて今回はじめて
知った知った

2121%%

太田川太田川 川づくりアン川づくりアン

ケートでは、太田川のケートでは、太田川の
水が広域的かついろい水が広域的かついろい
ろな用途で利用されてろな用途で利用されて
いることについて、いることについて、約約22
割の方が割の方が｢｢今回はじめ今回はじめ
て知ったて知った｣｣と回答と回答

【【太田川太田川 川づくりアンケートによる主な自由意見川づくりアンケートによる主な自由意見((要約要約))】】

・初めて知ったことが多かった・初めて知ったことが多かった

・日本名水１００選に選ばれていることを初めて知った・日本名水１００選に選ばれていることを初めて知った
・水不足に対し温井ダムが完成したことで少し安心できる・水不足に対し温井ダムが完成したことで少し安心できる

・水源の確保として太田川は重要・水源の確保として太田川は重要

・生活をしていく上で大切な水の資源だと思う・生活をしていく上で大切な水の資源だと思う

・おいしい水を届けていただき感謝している・おいしい水を届けていただき感謝している

・太田川の恵みで安定して水が供給でき、生活が営めることに・太田川の恵みで安定して水が供給でき、生活が営めることに
感謝している感謝している

凡 例

：流域界
：河川
：川の水が少なくなっている
区間(太田川本川)

：主なダム
：発電所

44

太田川太田川 川づくりアンケートによる回答結果川づくりアンケートによる回答結果


